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ミュレーション・プロボケーシヨン
ーバーリアクシヨン

・■■■■■■■■ …・攻撃側プレーヤー

ディフェンス (DF)へ の

コ則を誘発する行為

・■■■■■■■■ ―・防御側プレーヤー

オフェンシブフアールを謗発する行為

・           ― ・攻撃側、防御側の双方

違反行為はあるが大袈後に見せかける行為

正 しく見極め、ハンドポールのイメージを守らなければならない

違反があつたかのように見せかけ、罰則を誘

発するシミュレーションに対し、殺然と対処

する必要がある。

レフエリーが明らかだと判断したらば罰則を

適用することも可能。

全ての人に伝わるBLで 、インフオメーション
を行う。

※ 本研修内で活用する映像は、η:修の一つとして提示しています

町
尋

シミュレー シ ヨン
【▼攻撃側プレーヤー

オフェンシブフアールを誘発する、このよう

なプロボケーションを決して昨してはならな

い。

明らかな行為に対してはレフエリーは殺然と

してスポーツマンシツプに反する行為に直接
の2分間退場を判定するべきである。

※ 本研修由て活用する快像は、研停の一つとして提ふ しています。

プロボケーション

σ防御側ル ー十一

43

軽微な接触はあるが、あたかも大きな連反行

為があつたかのようなオーバーリアクション

は昨してはならない。

会場全体に伝わるようなポディーランゲージ

を使いインフオメーションが必要である。

※ ホ研修内て活用する映像は、研修の一つとして提示 しています

題
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オーバー リアクション

σ攻撃側・防御側双方

PVゾーンなどユニフォームを掴むプレー

65



OFが掴むケース

ハンドポールをイメージ挫 るためI=も

CR・ GRて協出して管理する

87
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※ ホ研修内で活用する映像は、研修の…つとして提示しています。

OFがユニフォームを掴むケース

と
い
エ

パッシブプレー (確認)

2022年の競技規則変更後

予告合国後最大6回のパス⇒予告合口後最大4回のパス

レフェリーはプレーヤーがボールを明らかに所持している時に

カウントを間違えることはあつてはならない。

口
貯
９

予告合図を示す必要がある。

プレーヤーが明らかにボールを保持し
ているタイミングで予告合図を出す。

またカウントを間違えることは絶対に

あってはならない。

※ホ研修内て活用する映像は、研修の―つとして提示しています

囲!哲

:移告合回後^墨大 4回のパス

スローオフエリア (確認)

ゴールエリアからスローオフエリアまでのブーンを3つに分類する

…

|,T?お日外     十

2023/87/01  1HF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

1ゴールエリアからスローオフエリアに向かうヅーンについて、

3つのジーンに分ける解象を示した。

2また、得点されたテームがスローオフエリアに向かつて

パスしたボールと、帰障するプレーヤーねt接触したり、

スローの実施を遅らせたりした場合、婦障するプレーヤーの

を示した。
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2023/07/01  lHF

スローオフエリアにBほわる解釈の追加

※帰陣するプレーヤーカt自盆
のゴールに向かつて、エリ

アの中を走つている状況で、

ゴールキーパーは、スロー

オフエリアの中にいる味方

にパスをする場画。

2023/07/01  lHF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

帰陣するル ーヤーを 2分間の通娼とする。

② オレンジ エリア① レッド エリア

レッド エリア・オレンジエリア

DFは、いかなる形であれ (ボールに当たるか当たらないかに関わらず)

スロ…オフの実施を妨害しない責任がある。

もしも、DFがボールに当たつたり,ス ローの実施を妨害したりした場合

即座の2分間退場とする。

■螂
競技が中断している豫に、OFを積極的に妨害することは

決して許されない。

予

つまり、DFがスローオフを実施しようとしてるプレーヤーを妨

害 (ス ローオフエリアヘ移耐するプレーヤーやスローの実施の

ためにポールを受け取ろうとしているブレーヤーをブロツクす

丞ムメ:^fエ スⅢム
「

歩i舎お)した場合、レフェリーは2分岡

退場を判定する。

田1薔

2023/87/01  lHF
スローオフエリアに関わる解釈の追加

帰陣するプレーヤーを 盪 皿の工量とする。

!壁』 ① レッド エリア   亘 ② オレンジ エリア

□螂 2023/07/01  lHF

スロィオフエリアに関わる解釈の追加

帰陣するプレーヤーに
必ずしも              。

③ イエロー エリア
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DFが直接自障ゴールの方へと

向かつてたつている際、積極的でなく

むしろポールを回避しながらの帰陣が明らかな状況において、このエリ

アの中で背中などにボールが当たつたとしても、罰用は適用されない。

DFが積極的な妨害をした場合 (例えば、わざとボールを意図的に止め

る)に限り、罰用を通用する。

イエローエリア
2023/07/01  lHF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

帰障するル ーヤーに 嗣Hは適用しない。

握IA聴
牌

―コ

③ イエロー エリア

2023/07/01  lHF
スローオフエリアに関わる解釈の追加

騒
,彗

帰陣するプレーヤーが
ジーンを横切って移動

してボールと接触した

場合

帰陣するプレーヤーがゾーンを横切つて

移動 した場合

日積極的にポールを避けようとせず、ポールと機触、あるいは

スローオフの奥施を妨害した

(この妨害がなければ、スローの実施が可絶であつたとレフエリーが
判断できる)

どのプーンエリアで
あっても
帰障するプレーヤーは
2盆回Ω担豊となる。

螂          亘

ゾーンを横切つての移動

DFがヴーンに入つていく (積切つていく)場合、ポールの

がある。

どのゾーンであれ、ボールと接触しないよう積極的に避け

ようとしていない場合、2分岡退場とする。

2023/07/01  lHF

スローオフエリアに関わる解釈の追加
ゴールエリアからスローオフエリアに向かうジーンについて、
nつのサーン弁なとする́

るプレーヤーの付I taつのザープ`` やBh弁 てお切ぅているかガうふゝを

る。

→             し、積極的に妨書
イエロー エリアでの機はは、必ず

→     は、3つのプー切こT‰ とする。
・強揮山t拡豊 して接触 した場合は、位置や駒きに関係なく2盆コ陵岨阻 とする。

帰陣す

観察す

していなければ,

しも罰則の適用とはならない。
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スローオフエリアに関わる解釈の追加

<今回の解釈追加のねらい>
ロスローオフは、スローオフエリアの中から、必ず実施される

・スローカt完了するまで、DFがこのエリアには侵入できないこ

とを明確に示している

・相手チームのスローオフの実施を積極的に妨害することは、

どの場所からであつても決して許されない行れである

・DFと なるテームは、相手チームのゴールキーパーがスローオ

フエリアに向かつてボールを投げる際のヴーンを積切ること

のリスクを理解する

■
Ｔ
０ 2023/07/01  1HF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

スローオフエリアを設置することで、たりながらスロー

オフが実施できるようになり、よリスピーデイーな展開、

更なるハンドボールの魅力を引き出すことにつなげること

を目指した。

しかし、この保障を「相手チームを減らすJために活用

する行れが見られるのも事実である。

2023/87/01 lHF
スローオフエリアに関わる解釈の追加

スローを実施する側が、相手を減らすことを目的に

・得点を決めたプレーヤーがエリアの中で起き上がつた直後に、GKが相手プレーヤー

の背中などにポールをわざとぶつける

・ ガッツポーズなど単に喜びを表現 し帰障するプレーヤーの手を明らかに狙つて、

ポールをぶつける

・GKが意図 しなくても、放り投げたポールが、たまたま自陣ゴールに向けて

走り始めた相手プレーヤーの背中に当たる

鰯 :ととit;ど

'三

口
,鏃

2023/07/01  lHF
スローオフエリアに関わる解釈の追加

今回、3つのエリアに分けることで、

,OFへのスローオフ実烙の保障
・ DFに 対するこのサーンを使用した帰陣におけるリスクと回違離務

《得点後の帰障の際にボールの軌道にたり込まない責任がある)

に加えて、

・ OF(特にGKからのスロー)のスポーツマンシップの連守
・ OFに対する相手の安心、安全へ考慮した行為の促し
,特に、イエローエリアはスローの実施位置から3m以上の臣離があり、

OF、 DF双方が使用できるエリアである

とぃった、8F櫃ヽDF個の理方が4専すべきことを明確に示している。

園
!彗

2023/87/01  lHF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

特に、OF側が、

日わぎとボールをぶつける
ロスローを出す味方のプレーヤーがボールの先に碓もいないにもかかわらず、

DFがエリアの中を通つて帰陣しているからと、わざとボールを持つ手をDFに

当てる

というスポーッマンシップに反する行為を路踏することなく行つていては、ハ

ンドボーザレの発展は望めないといつても過言ではない。

lHFで も、今回、このような行為を行うOFに対して、次ののガイドラインを示し

た。国内においても、レフエリー、チーム、コーチ、プレーヤーなどハンドボー

ルに携わる全ての方へのメッセージとして、掲載する。

:懸

2023/07/01  lHF

スローオフエリアに関わる解釈の追加

IHFガ イドライン

スローを行うプレーヤーが、相手にポールをぶつける

などのスポーツマンシツプに反する行れを行つたのが…・

■再開方法 :相手チームのフリースロー
ロスポーツマンシップに反する行れを行つたス

クうし,ェ リーのスローナラの曽ぷ確おヽれる前

日再開方法 :ス ローオフ
ロスポーツマンシツプに反する行為を行つたス

尉峯_

ロアーを即塵の2分 画退鳩とする

ロアーを即塵の2分間退場とする
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得点したプレーヤーは、レッドエリアに侵入して、パスを

カットした。
レフェリーの2分間退場の判定は正しい。

※ 本研修内で活用する映像は、研修の一つとして提工 しています

師
年
嵐
の
燃
合
か
ら

口
Ｔ
９ ①、②の状況下で、得点したプレーヤーは帰陣する際、相手の

リスタートを保障するために、ボールにあたることがないよう
回避する義務がある。
即座に2分間退場としなければならない場面である。

①得点したプレーヤーは、オレンジエリアを斜め
に横断しながら、パスコースの中に入り帰陣して
いる。
GKからパスされたボールがあたつた。

②得点したル ーヤーは、オレンジエリアを直進
しながら、パスコースの中に入り帰陣している。
GKか らパスされたボールがあたつた。

※ ホ研修内で活用する映像は、研修の―つとして提工 しています

師
年
歳
の
風
合
か
ら

珊
Ⅲ
 ._‐ L

日得点後プレーヤーは、オレンジエ

リアを斜めに横断しながら、帰陣。

日 GKか らパスされたボールは当たつ

ていない。

レフェリーは、2分間の退場を判定しているが、この状況での罰則の

適用は不要。

う GKからのボールはスローオフを行うプレーヤーに渡り、

帰陣するル ーヤーが斜めに横断した影響はないため、

プレーの軽続が妥当。

※ ホ研修内で活用する映像は、研修の一つとして擁示しています

■
,哲

酎
■
Ｌ
の
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ら

ボールがGKの頭部直撃した際の罰則

シューターとGKが 1対 1の状況でシユー トがGKの 頭部ヘ

直撃した場合、2分間の退場が適用される。

→ シューターヘGKの頭部付近を安易に担えないという

心理的な歯止めになるとともに、GKの 安心・安全を

守るものでもある。

判断基準として、シュー トを打つプレーヤーとGKと の

間に防御側プレーヤーが離もいない状況であること。

正しく見極めるためにはペア間での協働が不可欠である。

GKが頭部へ直撃したかのような演技をするシュミレーシヨンが

あることも忘れてはならない。

,軽

① GKと 1対 1の状況にある。

② 放つたシュートがGKの頭部へ直撃する。

③ GKへの救離。

④ シューターヘ2分間退場。

⑤ フリースローで再開する。

※ ホ研修内で活用する映像は、研修の―つとして提示しています。

Rrぉ 市 鯨 へ 古 雲 :↓‐瓶 l

GKは明らかに腕でシュー トを止めている。

→ GKへ 2分問退場。

このようなシミュレーシヨンは決して

許してはならない。

】Fホ研修内て活用する映像は、研修の―つとして提示しています。

GKによるシミュレーションの箆 l
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最後に

レフェリーには、様々な手段を使いリーダーシップを発揮し、プレー

ヤーの安心・安全を保障し、ハンドボールのイメージを守り、公平な

ジャッジをすることが求められています。

そのために、最新の傾向や情報を共通理解し、レフエリングの向上を

図り、ハンドボール界の夏なる発展につなげていけたらと思います。

競技・審判本部
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